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イベントのルールのしくみ

装置は、ビデオストリームや装置の動作温度など、さまざまなタイプのデータを分析します。そ
の目的は、システムが自動的に反応するような重要なイベントを検知することです。このような
イベントには、ビデオストリームで検知された動き、ボタンの押下、ネットワーク接続の切断な
どがあります。イベントが検知されるとアクションをトリガーするようにシステムを設定できま
す。たとえば、カメラが動きを検知すると自動的に音声クリップを再生したり、破壊行為が検知
された場合に電子メールを送信したりできます。

イベントによって自動的にアクションがトリガーされるようにするには、1つ以上の条条件件と1つの
アアククシショョンンで構成されるルルーールルを作成します。すべての条件が満たされると、アクションがトリ
ガーされます。

特定の条件とアクションの詳細については、を参照してください。

例:
不法侵入を防ぐために、スピーカーとカメラを設置したとします。カメラの動体検知アプリケーションを、制限区域内
の動きのみを検知するように設定したとします。
制限区域内で動きがあった場合、侵入者にその区域からの退去を求める事前録音済みのメッセージが、スピーカーで自
動的に再生されるようにするとします。このためには、装置で次のルールを設定する必要があります。
• ルルーールル -動きが検知されるとメッセージを再生する。
– 条条件件 - 動きが検知される。
– アアククシショョンン -メッセージを再生する。

1. イイベベンントト - 誰かが制限区域に入ると、カメラが動きを検知する。
2. 条条件件 - イベントがルールによって分析される。条件が満たされると、アクションがトリ
ガーされる。

3. アアククシショョンン -スピーカーで音声クリップを再生する。
ルールの設定には多くのオプションがあります。たとえば、ルールが特定の時間帯にのみアクションをトリガーするよ
うに、条件にスケジュールを追加できます。ルールが営業時間外にのみアクティブである場合、スタッフは営業時間内
にそのエリアに立ち入っても音声メッセージはトリガーされません。

イベントのルールの開始
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イベントのルールを設定する

イベントの設定方法を理解しやすくするために、一般的な使用事例のビデオチュートリアルの
セットを作成しました。これらのチュートリアルでは、設定に装置のWebページを使用します。
ブラウザーに装置のIPアドレスを入力して、装置のWebページにアクセスします。

• デバイスの設定オプションについては、デバイスのWebページにアクセスし、 をクリッ
クしてください。

• IPアドレスの割り当てについては、「IPアドレスを割り当ててデバイスにアクセスする方
法」を参照してください。

カメラが動きを検知したときにビデオを録画する

この例では、カメラが動きを検知する5秒前にSDカードへの録画を開始し、1分後に停止するよう
にカメラを設定する方法を示します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

カメラが動きを検知したときにビデオストリームを録画する方法

AXIS Video Motion Detectionが実行されていることの確認:
1. [SSeettttiinnggss >> AAppppss ((設設定定 >>アアププリリ))] > [AAXXIISS VViiddeeoo MMoottiioonn DDeetteeccttiioonn] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。
3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。ヘルプが必要な場
合は、AXIS Video Motion Detection 4のユーザーズマニュアルを参照してください。

ルールの作成:
1. [SSeettttiinnggss >> SSyysstteemm >> EEvveennttss ((設設定定 >>シシスステテムム>>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加しま
す。

2. ルールの名前を入力します。
3. 条件のリストで、[AApppplliiccaattiioonn ((アアププリリケケーーシショョンン))] の [AAXXIISS VViiddeeoo MMoottiioonn DDeetteeccttiioonn
((VVMMDD))] を選択します。

4. アクションのリストで、[RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] の [RReeccoorrdd vviiddeeoo wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee
((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間､､ビビデデオオをを録録画画すするる))] を選択します。

5. 既存のストリームプロファイルを選択するか、新しいプロファイルを作成します。
6. プリバッファ時間を5秒に設定します。
7. ポストバッファ時間を60秒に設定します。
8. ストレージオプションのリストで、[SSDD ccaarrdd ((SSDDカカーードド))] を選択します。
9. [保保存存] をクリックします。

カメラが動きを検知したときにカメラをプリセットポジションに向ける

この例では、画像内の動きを検知したときにプリセットポジションに移動するようにカメラを設
定する方法を示します。

イベントのルールの開始
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このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

AXIS Video Motion Detectionが実行されていることの確認:
1. [SSeettttiinnggss >> AAppppss ((設設定定 >>アアププリリ))] > [AAXXIISS VViiddeeoo MMoottiioonn DDeetteeccttiioonn] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。
3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。ヘルプが必要な場
合は、AXIS Video Motion Detection 4のユーザーズマニュアルを参照してください。

プリセットポジションの追加:

[SSeettttiinnggss >> PPTTZZ ((設設定定 >> PPTTZZ))] に移動し、プリセットポジションを作成して、カメラを向ける場所
を設定します。

ルールの作成:
1. [SSeettttiinnggss >> SSyysstteemm ((設設定定 >>シシスステテムム))] > [EEvveennttss >> RRuulleess ((イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動
し、ルールを追加します。

2. ルールの名前を入力します。
3. 条件のリストで、[AApppplliiccaattiioonn ((アアププリリケケーーシショョンン))] の下からビデオ動体検知の条件を選択
します。

4. アクションのリストから、[GGoo ttoo pprreesseett ppoossiittiioonn ((ププリリセセッットトポポジジシショョンンにに移移動動すするる))] を
選択します。

5. カメラの移動先のプリセットポジションを選択します。
6. SSaavvee ((保保存存)) をクリックします。

音声を使用して侵入者を防ぐ

この例では、スピーカーをカメラに接続し、カメラが制限区域内で動きを検知した際に、警告
メッセージを再生するように設定する方法について説明します。

必要なハードウェア:
• 接続ワイヤーが付属するアンプ内蔵アクティブスピーカー

注意
接続を行う前に、カメラの電源が入っていないことを確認します。ワイヤーを接続した後、再
び電源を入れます。

カカメメララにに音音声声ククリリッッププをを追追加加すするる::

1. [SSeettttiinnggss >> AAuuddiioo ((設設定定 >>音音声声))] > [OOuuttppuutt ((出出力力))] に移動し、 をクリックします。

2. [UUppllooaadd nneeww cclliipp ((新新ししいいククリリッッププををアアッッププロローードド))] をクリックします。
3. オーディオクリップの場所を参照し、[DDoonnee ((完完了了))] をクリックします。

ルールの作成:

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

イベントのルールの開始
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1. カメラで使用する装置Webページを開きます。
2. [SSeettttiinnggss > SSyysstteemm > EEvveennttss (設定 >システム >イベント)] の順に移動します。
3. [RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] に移動し、送信先を追加します。
3.1. SDカードに音声クリップが保存されているスピーカーのデバイスWebページに移動

します。
3.2. 音声クリップへのリンクをコピーします。
3.3. カメラのデバイスWebページに戻ります。

4. [RRuulleess ((ルルーールル))] に移動し、新しいルールを追加します:
4.1. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] で、[VViiddeeoo mmoottiioonn ddeetteeccttiioonn ((ビビデデオオ動動体体検検知知))] を選択しま

す。
4.2. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で [SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn tthhrroouugghh HHTTTTPP ((HHTTTTPP経経由由でで通通知知をを送送

信信すするる))] を選択します。

装置が動きを検知したときにビデオストリームにテキストオーバーレイを表示する

この例では、装置が動きを検知したときに「動体検知」というテキストを表示する方法を示しま
す。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

カメラが動きを検知したときにテキストオーバーレイを表示する方法

AXIS Video Motion Detectionが実行されていることの確認:

1. [SSeettttiinnggss >> AAppppss ((設設定定 >>アアププリリ))] > [AAXXIISS VViiddeeoo MMoottiioonn DDeetteeccttiioonn] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。
3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

オーバーレイテキストの追加:
4. [SSeettttiinnggss >> OOvveerrllaayy ((設設定定 >>オオーーババーーレレイイ))] に移動します。
5. テキストフィールドに#Dと入力します。
6. テキストのサイズと外観を選択します。

ルールの作成:
7. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、ルールを追加しま
す。

8. ルールの名前を入力します。
9. 条件の一覧から、[AXIS Video Motion Detection] を選択します。
10. アクションのリストで、[UUssee oovveerrllaayy tteexxtt ((オオーーババーーレレイイテテキキスストトをを使使用用すするる))] を選択し
ます。

11. [CCaammeerraa 11 ((カカメメララ11))] を選択します。
12. 「動体検知」と入力します。
13. 期間を設定します。
14. [保保存存] をクリックします。

イベントのルールの開始
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レンズにスプレーを吹き付けられた場合に自動的にメールを送信する

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

レンズにスプレー塗料を吹き付けられた場合に自動的にメール通知を送信する方法

1. [SSeettttiinnggss >> SSyysstteemm >> DDeetteeccttoorrss ((設設定定 >>シシスステテムム>>検検知知))] に移動します。

2. [TTrriiggggeerr oonn ddaarrkk iimmaaggeess ((暗暗いい画画像像ででトトリリガガーー))] をオンにします。これで、レンズにスプ
レーが吹き付けられたり、覆われたり、ひどく焦点がぼかされた場合にアラームがトリ
ガーされます。

3. [TTrriiggggeerr aafftteerr ((トトリリガガーーすするる時時間間))]の期間を設定します。この値は、メールが送信される前
に経過する必要がある時間を示します。

ルールの作成:
1. [SSeettttiinnggss >> SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((設設定定 >>シシスステテムム>>イイベベンントト>>ルルーールル))] に移動し、
ルールを[add(追加)]します。

2. ルールの名前を入力します。
3. 条件の一覧で、[TTaammppeerriinngg ((いいたたずずらら))] を選択します。
4. アクションのリストで、[SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールルにに通通知知をを送送信信すするる))] を選
択します。

5. リストから送信先を選択するか、[RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] を選択して新しい送信先を作成し
ます。

新しい送信先を作成するには、 をクリックします。既存の送信先をコピーするには、

をクリックします。
6. メールの件名とメッセージを入力します。
7. [保保存存] をクリックします。

入力信号でいたずらを検知する

この例では、入力信号が切断されたときやショートしたときにアラームをトリガーする方法につ
いて説明します。I/Oコネクターの詳細については、を参照してください。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

誰かが入力信号にいたずらした場合に電子メール通知を送信する方法

ルールの作成:
1. [SSeettttiinnggss >> SSyysstteemm >> EEvveennttss ((設設定定 >>シシスステテムム>>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加しま
す。

2. ルールの名前を入力します。
3. 条件のリストで、[DDiiggiittaall iinnppuutt ((デデジジタタルル入入力力))] を選択し、ポートを選択します。

イベントのルールの開始
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4. アクションのリストで、[SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールルにに通通知知をを送送信信すするる))] を選
択し、リストから送信先を選択します。[RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] に移動して、新しい送信先
を作成します。

新しい送信先を作成するには、 をクリックします。既存の送信先をコピーするには、

をクリックします。
5. メールの件名とメッセージを入力します。
6. [保保存存] をクリックします。

イベントのルールの開始
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VMSでルールを設定する

ビデオ管理システム (VMS) ソフトウェアでルールを設定することもできます。各VMSで動作原理
は同じですが、インターフェースは異なります。

VMSでルールを設定する方法については、VMSのユーザーマニュアルを参照してください。

• Axis VMSのユーザーマニュアルはこちらで入手できます。

イベントのルールの開始
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サードパーティ製の装置を統合する

I/O接続

サードパーティ製の装置をAxisデバイスのI/Oポートに接続できます。

例:
ドアが開いたときに録音を開始します。

この例では、カメラはドアの近くに配置されていて、ドアセンサーはケーブルでカメラのI/Oポー
トに接続されています。

1. ドアセンサーは、ドアが開いたときに信号を送信します。
2. カメラのI/O接続は信号を受信し、カメラで録画を開始するアクションをトリガーします。

仮想入力

着信HTTPリクエストに仮想入力を使用できます。

例:
ドアが開いたときに録音を開始します。

この例では、カメラはドアの近くに配置されていません。ドアセンサーはI/Oリレーにケーブルで
接続されていて、そのリレーはネットワークを介してカメラに接続されています。

1. ドアセンサーは、ドアが開いたときに信号を送信します。
2. I/Oリレーボックスは信号を受信し、ネットワークを介してカメラの仮想入力へのHTTPリク
エストをトリガーします。

3. カメラは仮想入力を受信し、カメラで録画を開始するアクションをトリガーします。

イベントのルールの開始
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条件とアクション

製品ごとにさまざまな条件とアクションを使用できます。ここでは、これらのすべてについて説
明します。

条件

ここのの条条件件ををトトリリガガーーととししてて使使用用すするる -- このオプションは、アクションを開始するためのアクティ
ブ化条件として使用します。1つ以上の条件のあるルールに使用できます。ただし、このオプショ
ンがあるのは最初の条件だけで、一部のアクションでのみアクティブ化条件として使用できま
す。

アクションがトリガーされるには、アクティブ化条件の前の他のすべての条件が満たされる必要
があります。アクションが継続されるかどうかは、アクションのタイプと、ルールが複数の条件
で構成されているかどうかによって決まります。アクションは、アクティブ化条件の状態に関係
なく、他のすべての条件が満たされている限り継続されます。他の条件の1つ以上が満たされなく
なると、アクションは停止します。アクティブ化条件を使用しない場合、すべての条件が満たさ
れたときにアクションがトリガーされます。

イベントのルールの開始
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• 音音声声
– AAuuddiioo cclliipp ppllaayyiinngg ((音音声声ククリリッッププをを再再生生中中)):装置が音声クリップの再生を開始し

たときにアクションをトリガーする場合に選択します。
– AAuuddiioo cclliipp ccuurrrreennttllyy ppllaayyiinngg ((音音声声ククリリッッププをを現現在在再再生生中中)):音声クリップが再生

されている限りアクションをトリガーする場合に選択します。
– 音音声声検検知知:サウンドレベルがアラームレベルを上回ったか下回ったときにアクショ

ンをトリガーする場合に選択します。アラームレベルは [SSyysstteemm >> DDeetteeccttoorrss ((シシ
スステテムム >>検検知知器器))] で設定できます。

– DDiiggiittaall ssiiggnnaall ccoonnttaaiinnss AAxxiiss mmeettaaddaattaa ((デデジジタタルル信信号号ににAAxxiissメメタタデデーータタがが含含まま
れれてていいるる)):デジタル信号に問題がなく、マイクの装置情報がAxis Audio Metadata
Protocol (AAMP) を介して受信されたときに、アクションをトリガーする場合に選
択します。

– デデジジタタルル信信号号ののササンンププリリンンググレレーートトがが無無効効でですす:タイムソースであるマイクのサ
ンプルレートが装置の音声コーデックと同期されていないときにアクションをト
リガーする場合に選択します。通常、マイクへの接続はあっても、サンプルレー
トが無効なためデータは解釈できなくなっています。

– デデジジタタルル信信号号ががあありりまませせんん:デジタル信号が受信されないときにアクションをトリ
ガーする場合に選択します。この状況は通常、マイクの電源が切れたとき、また
はケーブルが切断されたときに発生します。

– DDiiggiittaall ssiiggnnaall ookk ((デデジジタタルル信信号号OOKK)):時刻同期された有効なデジタル入力がある限
りアクションをトリガーする場合に選択します。

– RRiinngg ppoowweerr oovveerr ccuurrrreenntt pprrootteeccttiioonn ((リリンンググパパワワーー過過電電流流保保護護)):デジタルマイク
のリングパワーが短絡したときにアクションをトリガーする場合に選択します。

– SSppeeaakkeerr tteesstt rreessuulltt ((ススピピーーカカーーテテスストト結結果果)):スピーカー機能テストの結果に基づ
いてアクションをトリガーする場合に選択します。テストが成功したとき、また
は失敗したときに、アクションをトリガーできます。

• 呼呼びび出出しし
– DDTTMMFF: 設定したDTMFシーケンスがアクティブになったときにアクションをトリ

ガーする場合に選択します。この条件を使用して、たとえば、ドアを開けたり、
ライトをオンにしたりできます。

– SSttaattee ((状状態態)):呼び出しサービスの状態がアクティブ、発信中、待機中、または着信
中に変わったときにアクションをトリガーする場合に選択します。この条件を使
用して、たとえば、呼び出しがアクティブなときにライトを点滅させたり、呼び
出しが接続中のときにダイヤルトーンを再生したりできます。

– 状状態態をを変変更更:呼び出し状態が変化したときにアクションをトリガーする場合に選択
します。この条件を使用して、呼び出しが通話中のときにビジートーンを再生し
たり、呼び出しが通話中のときに別の指定したSIPアカウントを呼び出したりでき
ます。
AAcccceepptteedd bbyy ddeevviiccee ((デデババイイススでで受受けけ入入れれ)):着信呼び出しが装置によって受け入
れられます。
AAcccceepptteedd bbyy rreemmoottee ((リリモモーートトでで受受けけ入入れれ)):発信呼び出しがリモート接続先で受
け入れられます。
BBuussyy ((通通話話中中)):呼び出しのリモート接続先が通話中です。
DDeennyy ((拒拒否否)):着信呼び出しが拒否されました。
EEaarrllyy mmeeddiiaa ((早早期期メメデディィアア)):呼び出しで早期メディアが受信され、ローカルで再
生されます。
FFaaiilleedd ((失失敗敗)):呼び出しの開始に失敗したか、通話中または応答なし以外の理由で
呼び出しが失敗しました。
IIggnnoorreedd bbyy ddeevviiccee ((デデババイイススにによよっってて無無視視)):着信呼び出しが装置によって無視さ
れました。
IInniittiiaatteedd ((開開始始)):呼び出しが開始されました。
NNoo aannsswweerr ((応応答答ななしし)):呼び出しがタイムアウトになりました。
TTeerrmmiinnaatteedd ((終終了了)):呼び出しが終了しました。

イベントのルールの開始
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• 装装置置スステテーータタスス
– AAbboovvee ooppeerraattiinngg tteemmppeerraattuurree ((動動作作温温度度よよりり高高いい)):装置の温度が動作温度範囲

を上回ったときにアクションをトリガーする場合に選択します。
– 動動作作温温度度範範囲囲外外:装置の温度が動作温度範囲外にあるときにアクションをトリガー

する場合に選択します。
– AAmmpplliiffiieerr oovveerrllooaadd ((アアンンププのの過過負負荷荷)):監視対象の音声出力の過負荷保護がアク

ティブになったときにアクションをトリガーする場合に選択します。
– 動動作作温温度度よよりり低低いい:装置の温度が動作温度範囲を下回ったときにアクションをトリ

ガーする場合に選択します。
– ケケーーシシンンググ開開放放:接続された外部装置 (ジャンクションボックスなど) のケーシング

が取り外されたときや開かれたときにアクションをトリガーする場合に選択しま
す。
例：メンテナンス上の理由でケーシングが開かれた場合や、誰かがケーシングに
いたずらした場合に、オペレーターに通知を送信します。

– フファァンンのの故故障障:1つまたは複数の内蔵ファンに障害が発生したときにアクションを
トリガーする場合に選択します。

– IIPPアアドドレレススががブブロロッッククさされれままししたた:装置の現在のIPアドレスがブロックされたとき
にアクションをトリガーする場合に選択します。

– IIPP aaddddrreessss rreemmoovveedd ((IIPPアアドドレレススがが削削除除さされれたた)):装置の現在のIPアドレスが削除さ
れたときにアクションをトリガーする場合に選択します。

– LLiivvee ssttrreeaamm aaccttiivvee ((ラライイブブスストトリリーームムががアアククテティィブブ)):ライブストリームがアク
ティブなときにアクションをトリガーする場合に選択します。

– ネネッットトワワーークク接接続続断断絶絶:装置が接続されたネットワークスイッチまたはミッドスパ
ンへのネットワークリンクを失ったときにアクションをトリガーする場合に選択
します。

– 新新ししいいIIPPアアドドレレスス:装置が新しい固定IPアドレスを取得したとき、またはDHCPリー
スを介して取得したときにアクションをトリガーする場合に選択します。

– PPIIRR sseennssoorr ((PPIIRRセセンンササーー)):PIRセンサーが動きを検知したときにアクションをトリ
ガーする場合に選択します。

– PPTTZZ ppoowweerr ffaaiilluurree ((PPTTZZ停停電電)):PTZカメラの電源が突然切れたときにアクションを
トリガーする場合に選択します。

– RRaaddaarr ddaattaa ffaaiilluurree ((レレーーダダーーデデーータタのの障障害害)):装置がセンサーから受信したレー
ダーデータに問題を検知したときや受信信号の干渉を検知したときにアクション
をトリガーする場合に選択します。

– リリンンググパパワワーー過過電電流流保保護護:装置が通常のリングパワー値を超える電流を検知したと
きにアクションをトリガーする場合に選択します。

– SShhoocckk ddeetteecctteedd ((衝衝撃撃検検知知)):装置が向きを変えられたり打撃を加えられたりしたこ
とを検知したときにアクションをトリガーする場合に選択します。最初に
[SSyysstteemm >> DDeetteeccttoorrss ((シシスステテムム >>検検知知器器))] で衝撃検知をオンにする必要がありま
す。

– スストトレレーージジのの障障害害:装置がSDカードまたはネットワークストレージ接続の問題を検
知したときにアクションをトリガーする場合に選択します。ストレージに障害が
発生すると、録画が中断されて、保存されない可能性があります。

– シシスステテムムのの準準備備完完了了:システムの準備完了状態がアクティブなとき、つまり装置が
正常に起動したときにアクションをトリガーする場合に選択します。

– WWiitthhiinn ooppeerraattiinngg tteemmppeerraattuurree ((動動作作温温度度範範囲囲内内)):装置の温度が動作温度範囲内
にあるときにアクションをトリガーする場合に選択します。

• デディィススププレレイイ
– ボボタタンンががククリリッッククさされれたた場場合合:定義されたボタンがクリックされたときにアクショ

ンをトリガーする場合に選択します。
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– ボボタタンン:アクションをトリガーするボタンを選択します。ボタンが配置され
ているページは括弧内に表示されます。

• エエッッジジスストトレレーージジ
– 録録画画中中:装置がエッジストレージに録画するときにアクションをトリガーする場合

に選択します。
例：装置が録画を開始または停止した場合にLEDライトを点滅させることで、オペ
レーターに通知できます。

– スストトレレーージジのの中中断断:ストレージの問題が検知されたときにアクションをトリガーす
る場合に選択します。問題が何であるかを特定するために、ログの確認が必要に
なる場合があります。
問題の一例:ストレージ装置が使用できない、取り外された、いっぱいになってい
る、ロックされている、読み取りまたは書き込みできないなどです。

– スストトレレーージジのの健健全全性性にに関関すするる問問題題がが検検出出さされれままししたた:SDカードの摩耗レベルが特
定の値に達したときにアクションをトリガーする場合に選択します。[SSyysstteemm >>
SSttoorraaggee >> OOnnbbooaarrdd ssttoorraaggee ((シシスステテムム >>スストトレレーージジ>>オオンンボボーードドスストトレレーージジ))]
に移動して値を設定します。

• エエッッジジツツーーエエッッジジ
– ペペアアリリンンググさされれたたデデババイイススににアアククセセスス不不能能:ペアリングされたリモートデバイス

のいずれかにアクセスできないときにアクションをトリガーする場合に選択しま
す。

• エエンントトリリーーリリスストト
– アアククセセスス拒拒否否期限切れ/一時停止中の資格情報、またはエントリリストで使用でき

ない資格情報が使用された場合にアクションをトリガーする場合に選択します。
– アアククセセスス許許可可エントリリストで使用可能であり、アクセス許可条件に関連付けら

れている認証情報をユーザーが使用したときにアクションをトリガーする場合に
選択します。

– カカススタタムム:エントリリストで使用可能であり、カスタム条件に関連付けられている
資格情報をユーザーが使用したときにアクションをトリガーする場合に選択しま
す。

• II//OO
– DDiiggiittaall iinnppuutt iiss aaccttiivvee ((デデジジタタルル入入力力ががアアククテティィブブ)):選択したデジタル入力ポート

のいずれかで状態が変わったときにアクションをトリガーする場合に選択しま
す。特定のポートがアクティブになったときにアクションをトリガーする入力
ポートを選択します。

– DDiiggiittaall oouuttppuutt iiss aaccttiivvee ((デデジジタタルル出出力力ががアアククテティィブブ)):選択したデジタル出力ポー
トのいずれかで状態が変わったときにアクションをトリガーする場合に選択しま
す。特定のポートがアクティブになったときにアクションをトリガーする出力
ポートを選択します。

– 手手動動トトリリガガーー:ライブビューでボタンをクリックして手動でアクションを開始およ
び停止する場合に選択します。ボタンは、この条件を使用するルールがあるとき
にのみ表示されます。

– SSuuppeerrvviisseedd iinnppuutt ttaammppeerriinngg iiss aaccttiivvee ((いいたたずずららのの状状態態監監視視ががアアククテティィブブ)):誰か
がPIRやドア/窓接触センサーなどのデジタルI/O装置への接続にいたずらしたとき
にアクションをトリガーする場合に選択します。入力がアクティブ/非アクティブ
(開/閉) の場合と、入力がいたずら (切断/短絡) された場合の両方を検知できます。
この機能を使用するには、外部I/Oループ内に追加のハードウェア (終端抵抗器) が
必要です。
例：プッシュボタンを入力ポートに接続します。ボタンの標準状態は開回路で
す。誰かがボタンを押すと、現在の状態が閉回路に変わり、入力がアクティブに
なります。そして、本製品がトリガーされます (たとえば、ビデオを録画するよう
に)。

イベントのルールの開始
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– VViirrttuuaall iinnppuutt iiss aaccttiivvee ((仮仮想想入入力力ががアアククテティィブブ)):選択した仮想入力のいずれかで状
態が変わったときにアクションをトリガーする場合に選択します。ビデオ管理シ
ステムなどの外部クライアントは、この条件を使用してアクションを開始した
り、あるルールを別のルールでトリガーしたりできます。特定のポートがアク
ティブになったときにアクションをトリガーする仮想ポートを選択します。

• ラライイトトととササイイレレンン
– HHeeaalltthh cchheecckk iiss ddoonnee ((健健全全性性チチェェッッククがが完完了了ししままししたた)):装置の機能の健全性

チェックが完了しました。
– HHeeaalltthh iiss ookkaayy ((健健全全性性にに問問題題ははあありりまませせんん)):機能は健全性チェックに合格しまし

た。
– HHeeaalltthh iissnn''tt ookkaayy ((健健全全性性にに問問題題ががあありりまますす)):1つ以上の機能が健全性チェックに

合格しませんでした。
– LLiigghhtt hheeaalltthh iissnn''tt ookkaayy ((ラライイトトのの健健全全性性にに問問題題ががあありりまますす)):ライトの機能が健全

性チェックに合格しませんでした。
– SSiirreenn hheeaalltthh iissnn''tt ookkaayy ((ササイイレレンンのの健健全全性性にに問問題題ががあありりまますす)):サイレンの機能が

健全性チェックに合格しませんでした。
• MMeeddiiaappllaayyeerr ((メメデディィアアププレレーーヤヤーー))
– カカメメララのの動動ききをを検検知知：カメラが動きを検出したときにアクションをトリガーする

場合に選択します。
• MMQQTTTT
– [SSttaatteelleessss ((スステテーートトレレスス))] および [SSttaatteeffuull ((スステテーートトフフルル))]:着信MQTTメッセー

ジに基づいてアクションをトリガーする場合に選択します。これらのメッセージ
はイベントに変換された後、isStateDataフィールドがtrueに設定されている場
合はステートフル (プロパティ) に分類され、そのフィールドがfalseに設定されて
いる場合はステートレスに分類されます。ステートフルイベントのトピックは
tnsaxis:MQTT/Message/Statefulです。ステートレスイベントのトピックは
tnsaxis:MQTT/Message/Statelessです。このトピックはイベントのmqtt-
topicフィールドに埋め込まれています。最初の1,024文字がコピーされ、残りの部
分はスキップされます。メッセージのペイロードは、イベントのmqtt-payload
フィールドに埋め込まれます。ペイロードがUTF-8でエンコードされたテキストの
場合、最初の1,024文字がコピーされ、残りの部分はスキップされます。[[SSeettttiinnggss
((設設定定))]] >> [[MMQQTTTT]] >> [[MMQQTTTT ssuubbssccrriippttiioonnss ((MMQQTTTTササブブススククリリププシショョンン))]] で、
MQTTメッセージを受信するようにMQTTサブスクリプションを設定できます。

• PPTTZZ
– PPTTZZ ccoonnttrrooll qquueeuuee ((PPTTZZココンントトロローールルキキュューー)):PTZ制御キュー内の特定のユーザー

グループがPTZを制御しているときにアクションをトリガーするように選択しま
す。この条件を使用してガードツアーが PTZ を制御しているときに常にオーバー
レイテキストを表示できます。

– PPTTZZ動動作作不不良良:装置でパン、チルト、またはズームに問題があるときにアクション
をトリガーする場合に選択します。この条件を使用して、PTZ機能に問題があるこ
とをオペレーターに通知できます。

– PPTTZZ mmoovveemmeenntt ((PPTTZZ動動作作)):装置がパン、チルト、またはズームしたときにアク
ションをトリガーする場合に選択します。この条件を別の条件と組み合わせて使
用すると、パン、チルト、ズーム中の動体検知などのアクションを停止できま
す。

– PPTTZZ pprreesseett rreeaacchheedd ((PPTTZZププリリセセッットトにに到到達達)):ビューがプリセットポジションに到
達したときにアクションをトリガーする場合に選択します。この条件を使用し
て、ガードツアーのプリセットポジションから画像を保存したり、各プリセット
ポジションに画像をアップロードしたりできます。2番目のドロップダウンリスト
で [AAnnyy ((任任意意))] を選択すると、いずれかのプリセットポジションに到達したとき
アクションがトリガーされるようになります。
[PPrreesseett rreeaacchheedd ((ププリリセセッットトにに到到達達))] オプションの場合、[YYeess ((ははいい))] ではプリ
セットポジションに到達したときにアクションがトリガーされ、[NNoo ((いいいいええ))] で
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は装置がプリセットポジションから離れ始めたときにアクションがトリガーされ
るようになります。

– PPTTZZ rreeaaddyy ((PPTTZZ準準備備完完了了)):PTZが準備完了状態になったときにアクションをトリ
ガーする場合に選択します。たとえば、再起動後にPTZの使用準備ができたとき
に、装置がアクションをトリガーするようにできます。この条件を使用して、再
起動後に装置が特定のプリセットポジションに移動するようにできます。

• レレーーダダーーのの動動きき
– LLiicceennssee ppllaattee aanndd rraaddaarr ((ナナンンババーーププレレーートトととレレーーダダーー))：レーダーの分析に基づ

き、車両の進行方向に基づいてアクションをトリガーする場合に選択します。
– DDiirreeccttiioonn ((方方向向)):方向を選択します。

– AApppprrooaacchhiinngg ((接接近近)):カメラに向かって走行している車両。
– BBootthh ((両両方方)):カメラに接近する車両またはカメラから離れる車両のい

ずれか。
– DDeeppaarrttiinngg ((離離脱脱))：カメラから離れていく車両。

– RRMMDD: シナリオ設定に従ってレーダーが動きを検知したときにアクションをトリ
ガーする場合に選択します。

• ススケケジジュューールルおおよよびび繰繰りり返返しし
– PPuullssee ((パパルルスス)):パルスのリストでの既定の繰り返しに基づいてアクションをトリ

ガーする場合に選択します。この条件を使用して、30分ごとに画像をアップロー
ドするなど、定期的なアクションを開始できます。[SSyysstteemm >> EEvveennttss >>
SScchheedduulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ススケケジジュューールル))] で新しいパルスを作成できま
す。

– SScchheedduullee ((ススケケジジュューールル)):スケジュールのリストでの既定のスケジュールに基づい
てアクションをトリガーする場合に選択します。この条件を使用して、特定の期
間 (営業時間や週末など) にビデオを録画できます。[SSyysstteemm >> EEvveennttss >>
SScchheedduulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ススケケジジュューールル))] で新しいスケジュールを作成
できます。

• ビビデデオオ
– 平平均均ビビッットトレレーートト低低下下:予期しない劣化が生じたときにアクションをトリガーする

場合に選択します。この状況は、ビットレートが予想よりも高いためビデオスト
リームの品質が低くなっている場合に発生する可能性があります。

– DDaayy--nniigghhtt mmooddee ((デデイイナナイイトトモモーードド)):装置が自動IRカットフィルターなどでデイ
モードとナイトモードを切り替えたときにアクションをトリガーする場合に選択
します。この条件を使用して、たとえば、出力ポートを介して外部赤外線照明を
制御できます。

– ラライイブブスストトリリーームムオオーーププンン:ビデオクライアントがWebインターフェースのライブ
ストリームにアクセスしたときにアクションをトリガーする場合に選択します。
ストリームには、ビデオや音声など、任意のメディアタイプを使用できます。

– いいたたずずらら:誰かが画像にいたずらしたとき (ビデオが録画されないようにビューを
覆ったときなど) にアクションをトリガーする場合に選択します。カメラに対する
いたずら検知は [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[DDeetteeccttoorrss ((検検知知機機能能))]] で設定できます。

– TTeemmppeerraattuurree ddeetteeccttiioonn ((温温度度検検知知)): 温度が設定レベルを上回ったか下回ったとき
にアクションをトリガーする場合に選択します。許容温度レベルを設定するに
は、[[TThheerrmmoommeettrryy ((温温度度測測定定)) >> [[TTeemmppeerraattuurree ddeetteeccttiioonn ((温温度度検検知知))]] に移動し
ます。

– TTeemmppeerraattuurree ddeetteeccttiioonn iinn aannyy aarreeaa ((任任意意ののエエリリアアででのの温温度度検検知知)):任意のエリア
で温度が設定レベルを上回ったか下回ったときにアクションをトリガーする場合
に選択します。検知エリアの許容温度レベルを設定するには、[[TThheerrmmoommeettrryy ((温温
度度測測定定)) ]] >> [[TTeemmppeerraattuurree ddeetteeccttiioonn ((温温度度検検知知)) ]] に移動します。

– TTeemmppeerraattuurree ddeetteeccttiioonn iinn aannyy aarreeaa iinn tthhee pprreesseett ppoossiittiioonn ((ププリリセセッットトポポジジ
シショョンン内内のの任任意意ののエエリリアアででのの温温度度検検知知)):任意のエリアのプリセットポジションで

イベントのルールの開始
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温度が設定レベルを上回ったか下回ったときにアクションをトリガーする場合に
選択します。検知エリアの許容温度レベルを設定し、プリセットポジションを選
択するには、[[TThheerrmmoommeettrryy ((温温度度測測定定)) ]] >> [[TTeemmppeerraattuurree ddeetteeccttiioonn ((温温度度検検知知))
]] に移動します。
– PPrreesseett ppoossiittiioonn ((ププリリセセッットトポポジジシショョンン)):[preset position (プリセットポジ

ション)] を選択します。
• ビビデデオオエエンンココーーダダ
– ビビデデオオのの接接続続:ビデオエンコーダがアナログカメラからビデオ信号を受信したとき

にアクションをトリガーする場合に選択します。ビデオチャンネルごとに1つのイ
ベントがあります。

イベントのルールの開始
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アクション

• 音音声声
– RRuunn aauuttoommaattiicc ssppeeaakkeerr tteesstt ((自自動動ススピピーーカカーーテテスストトをを実実行行)):テスト信号を送信す

る場合に選択します。
• 音音声声ククリリッッププ
– オオーーデディィオオククリリッッププのの再再生生:録画済みの音声クリップを再生する場合に選択しま

す。この機能を使用して、本製品で動きを検知したときにオペレーターに自動的
に通知を行うことができます。[CClliipp ((ククリリッッププ))] ドロップダウンリストから、再生
する音声クリップを選択します。

– PPllaayy aauuddiioo cclliipp wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、音音声声クク
リリッッププをを再再生生すするる)):条件が満たされなくなるまで録画済みの音声クリップを再生
する場合に選択します。

– SSttoopp ppllaayyiinngg aauuddiioo cclliipp ((音音声声ククリリッッププのの再再生生をを停停止止)):現在再生中の音声クリップ
を停止する場合に選択します。

• 呼呼びび出出しし
– 呼呼びび出出ししにに応応答答すするる:着信呼び出しに応答するアクションをアクティブにする場合

に選択します。
– EEnndd ccaallllss ((呼呼びび出出ししをを終終了了)):装置またはビデオ管理システム (VMS) の発信または着

信呼び出しを終了する場合に選択します。このアクションは、呼び出しが着信
中、発信中、またはアクティブ状態のときに使用できます。

– MMaakkee ccaallllss ((呼呼びび出出ししをを行行うう)):指定したSIPまたはVMS送信先に呼び出しを行う場合
に選択します。VMS送信先は呼び出し条件を使用して、装置がVMSストリーミン
グアクセスの発信呼び出しを模倣するようにします。

• デデイイナナイイトトモモーードド
照明条件に適したIRカットフィルターを使用できます。
注

[[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IImmaaggee ((画画像像))]] >> [[DDaayy--nniigghhtt mmooddee ((デデイイナナイイトトモモーードド))]] では、[IIRR--ccuutt
ffiilltteerr ((IIRRカカッットトフフィィルルタターー))] を [AAuuttoo ((自自動動))] に設定しないでください。
– ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、デデイイナナイイトトモモーードドをを使使用用すするる:

– VViiddeeoo ssoouurrccee ((ビビデデオオソソーースス)):ビデオソースを選択します。
– MMooddee wwhheenn aaccttiivvee ((アアククテティィブブ時時ののモモーードド)):ルールの条件が満たされた場

合に使用するモードを選択します。
– MMooddee wwhheenn iinnaaccttiivvee ((非非アアククテティィブブ時時ののモモーードド)):ルールの条件が満たされ

ない場合に使用するモードを選択します。
– DDaayy ((日日)):IRカットフィルターをオンにする場合に選択します。
– 夜夜間間 :IRカットフィルターをオフにする場合に選択します。
– [オオーートト]:照明条件に応じてIRカットフィルターをオンまたはオフに

する場合に選択します。
• デデフフォォググ機機能能
– SSeett ddeeffoogg mmooddee ((デデフフォォッッググモモーードドのの設設定定)):デフォッグモードをオンまたはオフ

に設定する場合に選択します。モードを自動的に切り替える必要がある場合に、
このアクションを使用します。特定のモードに設定する製品に対して、[DDeeffoogg oonn
((デデフフォォッッググオオンン))] または [DDeeffoogg ooffff ((デデフフォォッッググオオフフ))] を選択します。

– SSeett ddeeffoogg mmooddee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、デデ
フフォォッッググモモーードドをを設設定定すするる)):条件が満たされなくなるまでデフォッグモードをオ
ンまたはオフに設定する場合に選択します。特定のモードに設定する製品に対し
て、[DDeeffoogg oonn ((デデフフォォッッググオオンン))] または [DDeeffoogg ooffff ((デデフフォォッッググオオフフ))] を選択し
ます。

• デディィススププレレイイ

イベントのルールの開始
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– ペペーージジをを閉閉じじるる：ルールの条件が満たされたときに、定義されたページを閉じる
場合に選択します。
– ペペーージジ:閉じるページを選択します。ペペーージジとココンンテテキキスストトを組み合わせる

ことができます。
– ココンンテテキキスストト:同じコンテキスト設定で開かれたすべてのページを閉じる文

字列を入力します。ココンンテテキキスストトとペペーージジを組み合わせると、その組み合
わせに一致するページにアクションが制限されます。

– ペペーージジをを表表示示：ルールの条件が満たされたときに、定義されたページを表示する
場合に選択します。
– ペペーージジ:表示するページを選択します。
– [DDuurraattiioonn ((継継続続時時間間))]:オプションで、ページの表示時間を入力します。
– ココンンテテキキスストト:重ねて開くページを識別してグループ化するための文字列を

入力します。同じコンテキストで開いているすべてのページは、同じペペーー
ジジをを閉閉じじるるルールで閉じることができます。

• ガガーードドツツアアーー
– ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、ガガーードドツツアアーーをを実実行行すするる:条件が満たされなくな

るまでガードツアーを実行する場合に選択します。チャンネルとツアーIDを選択
します。ホホーームムにに移移動動を選択し、完了したらホームポジションに移動します。

– ガガーードドツツアアーーをを開開始始すするる:選択して、ガードツアーを開始します。チャンネルとツ
アーIDを選択します。ホホーームムにに移移動動を選択し、完了したらホームポジションに移
動します。

• ガガーードドツツアアーー ((記記録録済済みみ))
– RRuunn rreeccoorrddeedd gguuaarrdd ttoouurr wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる

間間、、記記録録済済みみののガガーードドツツアアーーをを実実行行すするる)):条件が満たされなくなるまで記録され
たガードツアーを実行する場合に選択します。チャンネルとツアーIDを選択しま
す。ホホーームムにに移移動動を選択し、完了したらホームポジションに移動します。

• HHDDMMII、、
– HHDDMMIIをを使使用用

– SSoouurrccee ((ソソーースス)):プレビューするカメラを選択します。
– [DDuurraattiioonn ((継継続続時時間間))]:接続の継続時間を設定します。

– UUssee HHDDMMII wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、HHDDMMIIをを使使用用
すするる)):条件が満たされなくなるまでHDMI接続を開いたままにする場合に選択しま
す。
– SSoouurrccee ((ソソーースス)):プレビューするカメラを選択します。

• II//OO
– II//OOをを11度度切切りり替替ええるる:ルールの条件が満たされたときにI/Oを切り替える場合に選

択します。
ポポーートト:使用する出力ポートを選択します。
SSttaattee ((状状態態)):I/Oポートをアクティブにするか非アクティブにするかを選択しま
す。
[DDuurraattiioonn ((継継続続時時間間))]:出力ポートの状態の継続時間を設定する場合に選択しま
す。この期間後、出力ポートは反対の状態になります。

– ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、II//OOをを切切りり替替ええるる:ルールの継続時間中にI/Oを切
り替える場合に選択します。

• 照照明明
内蔵の赤外線 (IR) 照明および白色光イルミネーターにより、カメラは外部照明を必要とせ
ずに、低光量の場所でも映像監視を実行できます。
– UUssee iilllluummiinnaattiioonn ffoorr aa dduurraattiioonn ((一一定定期期間間、、照照明明をを使使用用すするる)):設定した期間中に

内蔵の赤外線照明イルミネーターをアクティブにする場合に選択します。ライト
がアクティブのままになる秒数、分数、時間数を選択できます。

イベントのルールの開始
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– UUssee iilllluummiinnaattiioonn wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、照照明明
をを使使用用すするる)):ルールの期間中に内蔵の赤外線照明イルミネーターをアクティブにす
る場合に選択します。

• 画画像像
– HHTTTTPP((SS))経経由由でで画画像像をを送送信信すするる: 画像をリモートHTTPまたはHTTPSサーバーに送信

する場合に選択します。このアクションを含むルールを作成する前に、対応する
HTTP(S) 送信先を作成する必要があります。必要に応じて、保存先フォルダーまた
はファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設定を使用しない場
合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッファ
では、実際のイベントの発生前後に含める時間を定義します。限られた量の画像
のみを送信する場合は、送信する画像の最大数を定義するか、カスタムフレーム
レートを選択します。

– ((SS))FFTTPP経経由由でで画画像像をを送送信信すするる: FTPまたはSFTP経由で画像を送信するかどうかを選
択します。このアクションを含むルールを作成する前に、対応する(S)FTP送信先を
作成する必要があります。必要に応じて、保存先フォルダーまたはファイル名を
定義できます。デフォルトのストリーミング設定を使用しない場合は、ストリー
ムプロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッファでは、実際のイ
ベントの発生前後に含める時間を定義します。送信する画像の最大数を定義でき
ます。限られた量の画像のみを送信する場合は、送信する画像の最大数を定義す
るか、カスタムフレームレートを選択します。

– SSeenndd iimmaaggeess ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールルにに画画像像をを送送信信すするる)):画像を電子メールで送信
する場合に選択します。このアクションを含むルールを作成する前に、対応する
電子メール送信先を作成する必要があります。必要に応じて、ファイル名を定義
できます。デフォルトのストリーミング設定を使用しない場合は、ストリームプ
ロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッファでは、実際のイベン
トの発生前後に含める時間を定義します。限られた量の画像のみを送信する場合
は、送信する画像の最大数を定義するか、カスタムフレームレートを選択しま
す。

– SSeenndd iimmaaggeess ttoo nneettwwoorrkk sshhaarree ((ネネッットトワワーークク共共有有にに画画像像をを送送信信すするる)):ネット
ワーク内のリモートNAS上のネットワーク共有に画像を送信する場合に選択しま
す。このアクションを含むルールを作成する前に、対応するネットワーク共有送
信先を作成する必要があります。必要に応じて、保存先フォルダーまたはファイ
ル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設定を使用しない場合は、ス
トリームプロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッファでは、実
際のイベントの発生前後に含める時間を定義します。限られた量の画像のみを送
信する場合は、送信する画像の最大数を定義するか、カスタムフレームレートを
選択します。

• LLEEDD
– 呼呼びび出出ししボボタタンンLLEEDD:特定の期間に呼び出しボタンLEDの色とパターンを変更する

場合に選択します。
– CCaallll bbuuttttoonn LLEEDD iinnffiinniittyy ((呼呼びび出出ししボボタタンンLLEEDD無無期期限限)):装置が特定の状態のときの

呼び出しボタンLEDの色とパターンを変更する場合に選択します。この変更は無期
限に続くか、他のルールで変更されるまで続きます。
– SSttaatteess ((状状態態)):

– SSttaannddbbyy ((ススタタンンババイイ)):装置がアイドル状態のとき。

– PPrreesseennccee ((ププレレゼゼンンスス)):装置がアクティブだった後の特定の秒数。
– RRiinnggiinngg ((着着信信中中)):呼び出しが装置に行われているとき。

– CCaalllliinngg ((発発信信中中)):呼び出しが装置から行われているとき。
– CCaallll aaccttiivvee ((通通話話中中)):通話中のとき。
– PPhhoonneebbooookk mmaattcchh ((電電話話帳帳にに一一致致あありり)):ユーザー入力と電話帳にあ

る番号が一致したとき。
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– PPiinn iinnppuutt ((PPIINN入入力力)):カードまたはタグの使用後、装置がPINを受け
入れる準備ができたとき。

– DDeeffaauulltt ((デデフフォォルルトト)):呼び出しボタンLEDをデフォルト設定に戻すルールを
適用する場合に選択します。

– CCaallll bbuuttttoonn LLEEDD wwhhiillee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間のの呼呼びび出出しし
ボボタタンンLLEEDD)):ルールの条件が満たされなくなるまでの、装置が特定の状態のとき
の、呼び出しボタンLEDの色とパターンを変更する場合に選択します。
SSttaatteess ((状状態態)) とDDeeffaauulltt ((デデフフォォルルトト)) については、CCaallll bbuuttttoonn LLEEDD iinnffiinniittyy ((呼呼
びび出出ししボボタタンンLLEEDD無無期期限限)) の説明を参照してください。

– LLEEDDのの点点滅滅: LEDを一定の期間点滅させる場合に選択します。LEDの色を選択でき
ます。
LEDは、インストールおよび設定時に使用して、設定が正しく機能するかどうかを
視覚的に検証できます。たとえば、動体検知によりアクションがトリガーされる
ことを確認できます。

– FFllaasshh LLEEDD wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、LLEEDDがが点点滅滅すす
るる)):ルールの期間中にLEDを点滅させる場合に選択します。LEDの色を選択できま
す。

• ラライイトトととササイイレレンン
– RRuunn hheeaalltthh cchheecckk ((健健全全性性チチェェッッククをを実実行行)):装置の機能の健全性チェックを実行す

る場合に選択します。
– RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn pprrooffiillee ((ラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを実実行行)):ライト、

サイレン、またはその両方を開始または停止させるプロファイルを選択します。
– RRuunn lliigghhtt aanndd ssiirreenn pprrooffiillee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる

間間、、ラライイトトととササイイレレンンののププロロフファァイイルルをを実実行行すするる)):選択したプロファイルをアク
ティブにする場合に選択します。プロファイルは、条件が満たされなくなるまで
実行されます。

– SSttoopp aaccttiivviittiieess ((アアククテティィビビテティィをを停停止止)):選択した機能に応じて、ライト、サイレ
ン、または両方で進行中のすべてのアクティビティを停止する場合に選択しま
す。

• MMeeddiiaappllaayyeerr ((メメデディィアアププレレーーヤヤーー))
– 再再生生シシーーケケンンスス：ユーザーが指定したシーケンス番号と表示番号に直接ジャンプ

します。
– ビビデデオオソソーーススをを表表示示:指定された時間だけビデオソースを表示し、その後デコーダ

は以前のアクティビティを再開します。同じアクションタイプと優先順位を持つ
他のルールがアクティブになった場合、複数のビデオソースの表示を許可するこ
とができます。

– ルルーールルががアアククテティィブブなな間間、、ビビデデオオソソーーススをを表表示示すするる：ビデオソースを表示しま
す。ルール条件が継続している間、アクションはアクティブになります。

– PPaauussee vviieeww cchhaannggeess ((ビビュューーのの変変更更をを一一時時停停止止)):アクションがアクティブなと
き、ビューは変更されません。たとえば、10秒後に変更されるように設定されて
いるビューは同じままです。これは設定した期間のみ有効です。

– PPaauussee vviieeww cchhaannggeess wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブなな間間ははビビュューー
のの変変更更をを一一時時停停止止すするる)):アクションがアクティブなとき、ビューは変更されませ
ん。たとえば、10秒後に変更されるように設定されているビューは同じままで
す。ルール条件が継続している間、アクションはアクティブになります。

– PPllaayy aa vviieeww iinn tthhee ccuurrrreenntt sseeqquueennccee ((現現在在ののシシーーケケンンスス内内ののビビュューーをを再再生生すす
るる)):ユーザーが指定したビュー番号にジャンプします。

– PPllaayy nneexxtt vviieeww ((次次ののビビュューーをを再再生生)):シーケンス内の次のビューに直接移動しま
す。

– PPllaayy pprreevviioouuss vviieeww ((前前ののビビュューーをを再再生生)):シーケンス内の前のビューに直接移動し
ます。
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• モモニニタタリリンンググ
– TTuurrnn oonn tthhee mmoonniittoorr wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブ中中ははモモニニ

タターーををオオンン)):ルール条件がアクティブな間は自動的に画面をオンにし、非アクティ
ブな場合は画面をスタンバイモードに設定します。画面はHDMI CECをサポートし
ている必要があります。

• MMQQTTTT
– SSeenndd MMQQTTTT ppuubblliisshh mmeessssaaggee ((MMQQTTTTパパブブリリッッシシュュメメッッセセーージジのの送送信信)):MQTTパ

ブリッシュメッセージを送信する場合に選択します。
TTooppiicc ((トトピピッックク)):MQTTパブリッシュメッセージのトピックを入力します。このト
ピックは最大1,024文字です。
装装置置ののトトピピッッククププレレフフィィッッククススをを使使用用:トピックに装置トピックプレフィックス
を追加する場合に選択します。
PPaayyllooaadd ((ペペイイロローードド)):パブリッシュするペイロードを入力します。ペイロードに
は最大8,192文字の文字列またはテキストを含めることができます。
RReettaaiinn ((保保持持すするる)):メッセージの保持フラグを設定する場合に選択します。トピッ
クの最後のメッセージが保持されます。
QQooSS: 使用するQoSレベルを選択します。0がデフォルトです。

• 通通知知
– HHTTTTPP((SS))経経由由でで通通知知をを送送信信すするる: HTTPまたはHTTPS経由で通知を送信するか選択し

ます。
MMeessssaaggee ((メメッッセセーージジ)):メッセージはMessageというCGE変数として送信先のHTTP
サーバーに渡されます。メッセージに255文字を超える文字が含まれている場合、
このフィールドではカスタムパラメーターの内容の一部またはすべてが除外され
ます。スペース文字を使用できます。[MMooddiiffiieerrss ((修修飾飾子子))] をクリックすると、利
用可能なすべての修飾子のリストが表示されます。修飾子をクリックしてテキス
トに追加します。
QQuueerryy ssttrriinngg ssuuffffiixx ((ククエエリリ文文字字列列ののササフフィィッッククスス)):ここで、文字列にNameと
Valueというさらなるパラメーターを追加します。
MMeetthhoodd ((メメソソッッドド)):使用する方法を選択します。使用されるのはGETとPOSTが最
も一般的です。
HHTTTTPP((SS)) hheeaaddeerr ((HHTTTTPP((SS))ヘヘッッダダーー)):必要に応じて、HTTP(S)ヘッダーを追加しま
す。HTTP(S) ヘッダーのリストはen.wikipedia.org/wiki/List_of_HTTP_header_
fieldsにあります。
BBooddyy ((本本文文)):必要に応じて、本文テキストを入力します。GETまたはDELETEで本文
を使用することはできません。

– TTCCPP経経由由でで通通知知をを送送信信すするる: TCP経由で通知を送信する場合に選択します。
MMeessssaaggee ((メメッッセセーージジ)):メッセージはMessageというCGE変数として送信先のHTTP
サーバーに渡されます。メッセージに255文字を超える文字が含まれている場合、
このフィールドではカスタムパラメーターの内容の一部またはすべてが除外され
ます。スペース文字を使用できます。[MMooddiiffiieerrss ((修修飾飾子子))] をクリックすると、利
用可能なすべての修飾子のリストが表示されます。修飾子をクリックしてテキス
トに追加します。

– SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールルにに通通知知をを送送信信すするる))電子メールで通知を
送信する場合に選択します。
SSuubbjjeecctt ((件件名名)):電子メールの件名を入力します。
MMeessssaaggee ((メメッッセセーージジ)):電子メールのメッセージを入力します。

• オオーーババーーレレイイ ((テテキキスストト))
注

オーバーレイテキストを表示するには、修飾子##DDを使用したテキストオーバーレイを作成す
る必要があります。
– UUssee oovveerrllaayy tteexxtt ((オオーーババーーレレイイテテキキスストトをを使使用用すするる)):ビデオストリーム画像の上

にテキストを表示する場合に選択します。このテキストを使用すると、フォレン
ジック映像分析用の情報を提供したり、オペレーターに通知したり、製品のイン
ストールと設定時にトリガーとアクションを検証したりできます。

イベントのルールの開始
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– UUssee oovveerrllaayy tteexxtt wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、オオーー
ババーーレレイイテテキキスストトをを使使用用すするる)):ビデオストリーム画像の上にテキストを表示する
場合に選択します。

• 省省電電力力モモーードド
– 省省電電力力モモーードド

– PPoowweerr ssaavviinngg mmooddee oonn ((省省電電力力モモーードドオオンン)):省電力モードをオンにする場
合に選択します。

– PPoowweerr ssaavviinngg mmooddee ooffff ((省省電電力力モモーードドオオフフ)):省電力モードをオフにする場
合に選択します。

– [DDuurraattiioonn ((継継続続時時間間))]:省電力モードの継続時間を設定します。
– PPoowweerr ssaavviinngg mmooddee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、省省

電電力力モモーードドががオオンン//オオフフののまままま)):条件が満たされなくなるまで省電力モードがオン
またはオフのままにする場合に選択します。
– PPoowweerr ssaavviinngg mmooddee oonn ((省省電電力力モモーードドオオンン)):省電力モードをオンにする場

合に選択します。
– PPoowweerr ssaavviinngg mmooddee ooffff ((省省電電力力モモーードドオオフフ)):省電力モードをオフにする場

合に選択します。
• ププリリセセッットトポポジジシショョンン
– GGoo ttoo pprreesseett ppoossiittiioonn ((ププリリセセッットトポポジジシショョンンにに移移動動すするる)):アクションがトリ

ガーされたときに装置をプリセットポジションに移動する場合に選択します。
– GGoo ttoo pprreesseett ppoossiittiioonn wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、

ププリリセセッットトポポジジシショョンンにに移移動動すするる)):条件が満たされなくなるまで装置をセットポ
ジションに移動する場合に選択します。

• レレーーダダーー
– RRaaddaarr aauuttoottrraacckkiinngg ((レレーーダダーーオオーートトトトララッッキキンンググ)):ペアリングされたPTZカメラ

が、レーダーオートトラッキングを使用して、レーダーによって検知された物体
を追跡するようにする場合に選択します。レーダーオートトラッキングをオンま
たはオフに設定し、アクションの持続時間を指定できます。レーダーをPTZカメラ
とペアリングし、レーダーオートトラッキングでこのアクションを使用するよう
に設定する必要があります。

– RRaaddaarr ddeetteeccttiioonn ((レレーーダダーー検検知知)):動く物体をレーダーで検知する場合に選択しま
す。レーダー検知をオンまたはオフに設定し、アクションの持続時間を指定でき
ます。

– UUssee rraaddaarr aauuttoottrraacckkiinngg wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる
間間、、レレーーダダーーオオーートトトトララッッキキンンググをを使使用用すするる)):ルールの期間中にレーダーオート
トラッキングをオンまたはオフにする場合に選択します。レーダーをPTZカメラと
ペアリングし、レーダーオートトラッキングでこのアクションを使用するように
設定する必要があります。

– UUssee rraaddaarr ddeetteeccttiioonn wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、
レレーーダダーー検検知知をを使使用用すするる)):ルールの期間中にレーダー検知をオンまたはオフにす
る場合に選択します。

• 録録画画
選択したストレージに音声を録音またはビデオを録画します。
– RReeccoorrdd aauuddiioo ((音音声声のの録録音音)):音声の録音を開始する場合に選択します。

– スストトレレーージジ:録音された音声に使用するストレージを選択します。
– PPrreebbuuffffeerr ((ププリリババッッフファァ)):ルールがトリガーされる直前に録画に含める秒

数を入力します。録画の開始時にメモリーが不足している場合、この時間
は自動的に短縮されます。

– PPoossttbbuuffffeerr ((ポポスストトババッッフファァ)):ルールがアクティブでなくなった直後に含め
る秒数を入力します。

イベントのルールの開始
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– RReeccoorrdd vviiddeeoo ((ビビデデオオのの録録画画)):ビデオの録画を開始する場合に選択します。
– スストトレレーージジ:録画されたビデオに使用するストレージを選択します。
– カカメメララ:録画元 (特定のビューエリアなど) を選択します。
– SSttrreeaamm pprrooffiillee ((スストトリリーームムププロロフファァイイルル)):使用するストリームプロファイ

ルを選択します。
– PPrreebbuuffffeerr ((ププリリババッッフファァ)):ルールがトリガーされる直前に録画に含める秒

数を入力します。録画の開始時にメモリーが不足している場合、この時間
は自動的に短縮されます。

– PPoossttbbuuffffeerr ((ポポスストトババッッフファァ)):ルールがアクティブでなくなった直後に含め
る秒数を入力します。

– RReeccoorrdd vviiddeeoo wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、ビビデデオオをを
録録画画すするる)):ルールの継続期間中にビデオを録画する場合に選択します。

• シシーーンンププロロフファァイイルル
– SSeett tteemmppoorraarryy sscceennee pprrooffiillee ((シシーーンンププロロフファァイイルルのの設設定定))条件が有効な間、現在

のシーンプロファイルを一時的に上書きする場合に選択します。条件が満たされ
なくなった場合、カメラは自動的に以前に設定されたシーンプロファイルに戻り
ます。

• セセキキュュリリテティィ
– EErraassee ccoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定のの消消去去)):装置をリセットし、現在の設定をすべて削除す

る場合に選択します。
• SSNNMMPPトトララッッププメメッッセセーージジ
– SSNNMMPPトトララッッププメメッッセセーージジをを送送信信すするる:ルールの条件が満たされたときにSNMPト

ラップメッセージを送信する場合に選択します。このアクションを含むルールを
作成する前に、[SSyysstteemm >> NNeettwwoorrkk >> SSNNMMPP ((シシスステテムム>>ネネッットトワワーークク >> SSNNMMPP]
に移動して、SNMPをオンにし設定します。
AAllaarrmm nnaammee ((アアララーームム名名)):アラームの名前を入力します。
MMeessssaaggee ((メメッッセセーージジ)):メッセージを入力します。

– SSeenndd SSNNMMPP ttrraapp mmeessssaaggee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる
間間、、SSNNMMPPトトララッッププメメッッセセーージジをを送送信信すするる)):ルールの継続期間中にSNMPトラップ
メッセージを送信する場合に選択します。このアクションを含むルールを作成す
る前に、[SSyysstteemm >> NNeettwwoorrkk >> SSNNMMPP ((シシスステテムム>>ネネッットトワワーークク>> SSNNMMPP))] に移
動して、SNMPをオンにし設定します。

• トトララッッキキンンググ
– SSttaarrtt tteemmppoorraarryy ddeetteeccttiioonn ((一一時時的的なな検検知知をを開開始始すするる)):: 限定した期間にカメラの

視野内の動く物体を自動的に追跡する場合に選択します。このアクションを継続
させる秒数を選択できます。

– TTooggggllee aauuttoottrraacckkiinngg ((オオーートトトトララッッキキンンググをを切切りり替替ええるる)):: PTZオートトラッキン
グのオン/オフを切り替えます。オンである間、カメラは自らの視野内の動く物体
を自動的に追跡します。

– TTooggggllee aauuttoottrraacckkiinngg pprrooffiillee ((オオーートトトトララッッキキンンググププロロフファァイイルルをを切切りり替替ええるる))::
PTZオートトラッキングのオン/オフを切り替えます。オンである間、カメラは選
択されたオートトラッキングプロファイルで定義された範囲内の動く物体を自動
的に追跡します。

– TTooggggllee aauuttoottrraacckkiinngg wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、
オオーートトトトララッッキキンンググをを切切りり替替ええるる)):: ルールの期間中、PTZオートトラッキングを
有効にする場合に選択します。

– TTooggggllee aauuttoottrraacckkiinngg pprrooffiillee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああ
るる間間、、オオーートトトトララッッキキンンググププロロフファァイイルルをを切切りり替替ええるる)):: ルールの期間中、選択
したオートトラッキングプロファイルで定義された範囲内でPTZオートトラッキン
グを有効にする場合に選択します。

イベントのルールの開始



24

• ビビデデオオククリリッッププ
ビデオクリップを送信するときに、ビデオクリップは検索できない方法で生成されま
す。これは、早送りや巻き戻しができないこと、タイムラインの特定のポイントにジャ
ンプできないことを意味します。これらの操作を行うには、Axis Matroska File Splitter
や、MKVToolNixのようなサードパーティ製ソフトウェアを使用できます。
– HHTTTTPP((SS))経経由由ででビビデデオオククリリッッププをを送送信信すするる: ビデオクリップをリモートHTTPまた

はHTTPSサーバーに送信する場合に選択します。このアクションを含むルールを作
成する前に、対応するHTTP(S) 送信先を作成する必要があります。必要に応じて、
保存先フォルダーまたはファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミン
グ設定を使用しない場合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリバッ
ファとポストバッファでは、実際のイベントの発生前後に装置が録画する期間を
定義します。

– ((SS))FFTTPP経経由由ででビビデデオオククリリッッププをを送送信信すするる: ビデオクリップをリモートFTPまたは
SFTPサーバーに送信する場合に選択します。このアクションを含むルールを作成
する前に、対応する(S)FTP送信先を作成する必要があります。必要に応じて、保存
先フォルダーまたはファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設
定を使用しない場合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリバッファ
とポストバッファでは、実際のイベントの発生前後に装置が録画する期間を定義
します。

– SSeenndd vviiddeeoo cclliipp ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールルににビビデデオオククリリッッププをを送送信信すするる)):電子メール
でビデオクリップを送信する場合に選択します。このアクションを含むルールを
作成する前に、対応する電子メール送信先を作成する必要があります。必要に応
じて、ファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設定を使用しな
い場合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリバッファとポストバッ
ファでは、実際のイベントの発生前後に装置が録画する期間を定義します。

– SSeenndd vviiddeeoo cclliipp ttoo nneettwwoorrkk sshhaarree ((ネネッットトワワーークク共共有有ににビビデデオオククリリッッププをを送送信信
すするる)):ネットワーク内のリモートNAS上のネットワーク共有にビデオクリップを送
信する場合に選択します。このアクションを含むルールを作成する前に、対応す
るネットワーク共有送信先を作成する必要があります。必要に応じて、保存先
フォルダーまたはファイル名を定義できます。デフォルトのストリーミング設定
を使用しない場合は、ストリームプロファイルを選択できます。プリバッファと
ポストバッファでは、実際のイベントの発生前後に装置が録画する期間を定義し
ます。

• WWDDRRモモーードド
– SSeett WWDDRR mmooddee ((WWDDRRモモーードドのの設設定定)):WDRモードをオンまたはオフに設定する場

合に選択します。このアクションはモードが自動的に切り替わるようにしたい場
合に使用できます。特定のモードに設定する製品に対して、[WWDDRR oonn ((WWDDRRオオンン))]
または [WWDDRR ooffff ((WWDDRRオオフフ))] を選択します。

– SSeett WWDDRR mmooddee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、WWDDRR
モモーードドをを設設定定すするる)):WDRモードをオンまたはオフに設定する場合に選択します。
条件が満たされなくなると、WDRモードは反対の状態に設定されます。特定の
モードに設定する製品に対して、[WWDDRR oonn ((WWDDRRオオンン))] または [WWDDRR ooffff ((WWDDRRオオ
フフ))] を選択します。

• ワワイイパパーー
– UUssee wwiippeerr ((ワワイイパパーーをを使使用用すするる)):内蔵ワイパーを起動する場合に選択します。ワ

イパーはフロントウィンドウから水滴を取り除きます。ワイパーがアクティブの
ままになる秒数と分数を選択できます。

• 無無線線
– BBrrooaaddccaasstt ssiiggnnaall ((ブブロローードドキキャャスストト信信号号)):たとえば、ブロードキャスト信号を受

信するように設定された近くのAxis装着式カメラで録画を開始する場合に選択しま
す。
– シシスステテムム IIDD:装着式システムのシステムIDを入力します。この情報は、AXIS

Body Worn Managerの [AAbboouutt ((ババーージジョョンン情情報報))] メニューで確認できま
す。

イベントのルールの開始
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– MMeessssaaggee ttyyppee ((メメッッセセーージジタタイイププ)):1を入力すると、メッセージlightbar
activeがブロードキャストされ、ブロードキャスト信号を受信するように
設定された近くのAxis装着式カメラで録画が開始されます。

イベントのルールの開始
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